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1  1ま  し め に

圃場内の害虫密度から作物の被害量を予測し,要防除水

準を決定するには,害虫の 1個体当たりの加害量を明らか

にする必要がある。

大豆子実を吸汁加害するカメムシ類については,石倉
2)

らにより数種の成虫 1日 1個体当たりの加害量が示された

が同じく幼虫による大豆子実の加害量は,こ れまで明らか

にされていない。

筆者は,東北地域で大豆を加害するカメムシ類のうち,

最重要種であるホソヘリカメムシについて,そ の各発育ス

テージごとの 1日 1個体当たりの加害量を,大豆の着奏期

から収穫期にかけて被害症状のタイプ別に調査したので
,

その結果を報告する。

2 材 料 と 方 法

試験は,1983年～1985年の 3年間行った。岩手県盛岡市

厨川,東北農業試験場のアミ室内で, 1/2000ι のワグネ

ルポツトに ,6月 の中～下旬 ,大豆 (品種 ,ナ ンプシロ

メ)を播種し, 1ポ ット当たり1本 として栽培した。

カメムシによる大豆子実の被害は,落奏,不稔 (成熟途

中で被害を受けた不完全粒を含む ),稔実被害粒 (成熟し

た粒で,カ メムシによる吸汁痕を有するもの )の 3種類に

大別され,表 1で示すように大豆着葵後の異なる時期にカ

メムシの加害を受けた結果生ずる。

表 1 カメムシの吸汁による大豆被害のタイプと

発生時期

卜当たり2～ 12個体の範囲で密度を変え, 5～ 9日 間放飼

した。

放飼後,カ メムシとテトロンゴースを除去し,大豆株は

そのまま成熟・ 乾燥させ,落奏数 ,カ メムシによる不稔粒

数,稔実被害粒数を調査した。

放飼したカメムシは,毎年野外で採集された親から得た

第 1世代虫を,25℃・ 12時間照明で乾燥大豆を餌として飼

育し,放飼する 7～ 10日 前に室温・ 自然日長条件に移した

ものを用いた。

3 結 果 と 考 察

カメムシ密度と被害量の間には,落薬,不稔,稔実被害

粒のすべての被害タイプについて,統計的に有意な直線関

係が得られた (表 2～ 4)。

表 2 大豆の落業数とカメムシ放飼密度の関係

注 1)密度は 1ポ ット3,6,12個体の 3段階,反復 2

回,無放飼区は 6区 ,1983年 8月 13～ 21日 放飼

"*キ
は危険率 1%,ホ は危険率5%で統計的に有意

表 3 大豆の不稔被害粒数とカメムシ放飼密度の

関係

放飼虫の
ステージ

相関係数
(R)

2～ 3齢

4～ 5齢

雄 成 虫

雌 成 虫

注. 1)密度は 1ポ ット2, 4, 8個 体の 3段階, 2～
3齢のみ 4, 8個体の 2段階,反復 4回 ,無放飼
区は47区 ,1984年 8月 25～ 30日放飼,記号は表 1

と同様。
2' アミ室内にカメムシが少数侵入し,無放飼区に

も被害が生じたため,回帰式の定数項がゼロより
大となった。

落

不

タイプ

奏

稔 0 76**

0 92**

0 94ネ ホ

0 84■ *

発 生 時 期

着奏期～奏伸長期

奏伸長期～粒肥大初期

粒肥大期～収穫期

R4^´ R5)
R5～ R6初期 )

R6～ R8)稔実被害粒

注 R4～ R8は Fehr et al_1)に よる大豆の発育段
階の表示

上記 3種類の被害タイプ男1に カメムンの加害能力を推定

するため,大豆の葵伸長期 (R5),粒 肥大初期 (R6初

期 ),及び粒肥大後期 (R6後期 )に ,すべてのポットに

テトロンゴースの袋をかぶせ,異なる発育ステージのカメ

ムシ個体 (2～ 3齢幼虫, 4～ 5齢幼虫,成虫 )を 1ポ ッ

Y=454X+1382
Y=670X■ 1528

Y=267X+1913

2～ 3齢

4～ 5齢

雌 成 虫

0 88*キ

091林

068*

回 帰  式
(放飼密度X,不稔粒数Y)

Y=269X+187
Y-542X■ 181

Y=975X+105
Y=794X+272
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回 帰  式
(放飼密度X,被害粒数Y)

Y=013X+0002
Y=167X+041
Y=127X-011
Y=152X+004

放飼虫の
ステージ

2～ 3齢

4～ 5齢

雄 成 虫

雌 成 虫

表 4 大豆の稔実被害粒数とカメムシ放飼密度の

関係
生させる能力は,カ メムシの発育ステージが進むにつれて

増大し, 2～ 3齢幼虫,4～ 5齢幼虫の順で約 2倍ずつ増

加した。稔実被害粒の発生能力は,4～ 5齢幼虫と成虫で

はぼ等しく, 2～ 3齢幼虫はその10分の 1以下であった。

また,不稔 ,稔実被害粒の発生は,成虫の雌雄で有意な差

は見られなかった。

以上の結果より,大豆において落奏数の増大にはホソヘ

リカメムシ幼虫の加害が,そ して不稔・ 稔実被害粒の発生

には4～ 5齢幼虫と成虫の加害がそれぞれ重要であること

が明らかとなった。

表 5で示した大豆粒肥大期の成虫の加害能力 (1日 1個

体当たり不稔を159～ 195,稔実被害粒を021～025発

生させる)は ,石倉らうが大豆の同じ生育時期について得

たホソヘリカメムシ成虫の加害能力(1日 1個体当たり

不稔・稔実を含めて被害粒を135発生させる )と 一致は じ

ないものの,大きく異なるものではなかった。

本試験で得られたホソヘリカメムシの加害能力の値は,ポ ッ

トに植えた 1品種 (ナ ンプシロメ)に ついてのものである

が,ホ ソヘリカメムシの発育ステージ間の加害能力の差は
,

圃場の場合でも変イロましないものと考えられ,本試験の結

果を用いて,圃場内のホッヘリカメムシ個体群のカロ害能力を

共通の尺度で統一的に把握することが可能と思われる。
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相関係数
(R)

0 52ホ ホ

0 75ホネ

086**

098**

注.密度,反復数は表 2と 同様,無放飼区は51区 ,1985
年 9月 14～ 19日放飼,記号は表 1と 同様。

これらの回帰直線の傾きは,放飼期間中のカメムシ 1個

体当たりの加害量である。そこで,各回帰式の傾きを放飼

日数で割り,カ メムシ 1日 1個体当たりの加害量を求めた

(表 5)。

表 5 カメムシ各発育ステージの 1日 1個体当た

りの加害能力

放飼虫の
ステージ

稔実被害粒数
は 6後期放飼)

■001g
008)

028± 006h
(112)

021■ 003h
(084)

025■ 003h
(100)

注 1)± 95%信頼区間,括弧内は雌成虫の加害量を 1

とした場合の比率

" a,b,c間
は10%の 危険率で有意差あり

d,e,f,g,h間 は 5%の危険率で有意差あ
り

その結果,落葵を発生させる能力は 4～ 5齢幼虫で最も

高く,以 下2～ 3齢幼虫,雌成虫の順であった。不稔を発

2～ 3齢

4～ 5齢

雄 成 虫

雌 成 虫

050■ 019a
(167)

074■ 024b
(247)

030■ 023C
(100)

054■ 0

(034)
108± 012e
(068)

195■ 018f
(123)

159■ 027f
(100)
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